
 
 
 
 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 

 一時期、回復基調にあった経済動向も、急激な円高とその長期化により、再び減速懸念が強まりつつあり、景気は今しば
らく極めて不透明な状況で推移するものと思われます。当社の主要顧客先においても、需要の減退や先行きへの警戒感
から設備投資を手控えるところも多く、総じて設備投資には慎重な姿勢が窺われます。 
  このような状況下におきましては、今後、受注・売上が当初想定しました金額を下回ることが予想されます。 加えて、当
社は平成22年11月１日より現行の適格退職年金制度から、確定給付年金制度及び退職一時金制度に移行いたします。こ
の移行に伴う当事業年度の損益に与える影響につきましては、現時点での試算ではありますが、その支出額を織り込むこ
とといたしました。   
 以上のことを踏まえ、平成22年５月14日に公表いたしました通期業績予想を達成することは難しいと思われますので、予
想数値を修正することといたしました。  
 
（注）上記の業績予想数値につきましては、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因により業績予想とは異なる可能性があり
ます。実際の業績に与え得る重要な要因には、当社の事業を取り巻く経済環境、市場動向等が考えられます。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成22年５月14日の決算発表時に公表いたしました平成23年３月期（平
成22年４月１日～平成23年３月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたしま
す。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,800 55 54 49 6.30

今回発表予想(B) 3,350 △63 △65 △69 △8.88

増減額(B-A) △450 △118 △119 △118

増減率(%) △11.8 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

2,716 △349 △345 △296 △38.09


